







































と、三月下旬の三十日以前のある日 ことと解釈している。それに対して北村季吟は三月末 と捉え、次のように言 。　　
















































































































































































この詩は、 元稹から贈られた 「雨中花」 詩に唱和したものである。
冒頭の四句で、造物主は生殺の権を逆さまに執り、つまらない物に長命を与え人には短い命しか与えないとまず指摘し、続く第五句から第八句で、 人間の一生は朝暮の間のように短く、 朝暮の間に咲き、風雨に翻弄されながらも散らず持ちこたえている花に等しいと述べる。第九句から第十二句は、野草 何年にもわたり野菜は月を越え
て生き続けるのに対し、花にのみ咲き誇る多くの時間を与えないと対比し、一年三百六十日の間に、花を手折ることができる日が幾日あろうか、と問いかける。最後の四句で、もの言わぬ桃李に代わって鶯が花の嘆きを人に伝えようとするが、やたら饒舌で言うことが明瞭でない、と締めくくる。　
この詩の核心は、理不尽なこの世で、 「未落仍遭風雨横」 （未だ落
ちずして仍りに風雨の横に遭ふ）花を、逆境にかろうじて耐えて美質を発揮する人間 重ね、 「一年三百六十日、花能幾日供攀折」 （一年三百六十日、花能く幾日か攀
はんせつ
折に供する）と、反語的に問いかけ
るところである。そのよう 白詩 疑問的反語を翻案したのが、業平歌の下三句の「年のうちに春は くかもあらじ」である。そ 後に「……と思へば」と付け 韻律を整える 同時に、それを理由として、 「濡れつつぞ（雨中の藤 を）しひて折りつる」と発想し、倒置法を用いて二句切れ 強く言い切った。　
白詩の 「和雨中花」 では雨に濡れた花 しめやかなたたずまいと、


















































































































































































































































































































































































































































るなり」という左注があり、 暦の上では初冬に詠まれたが、 「秋雑歌」に分類されている。天平十年（七三八年）当時十七、 八歳の橘奈良麻呂が主催した宴に、 「雨の降らくに」 、 「しぐれに濡れて」 「黄葉」を手に家持らは参集した。 手折る」とは、 「同じ心に風流を解する人々と共 紅葉を折ってかざし、 宴を催すことをさす」と言う
（８）
。 「尽


















































































を結ぶ風習が、 古代人の間にあったらしい。朱自清は『毛詩』や『楚辞』 から例証を挙げてそのことを論じている」 と注がある
（９）
。また 「所































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































不遇な状態にあるが、気持ちの えではつと て彼ら 媚びへつらわないつもりだ。花が美しく咲く春の日は一年 うち何 もないように、 短い人の世で春 謳歌できる日はそう多くはないだろうから。　
三つ目は、 「 」に「ぬれつつ」が「 露」 （恩沢）の意味を含み、
「紫の藤」は藤原氏の繁栄を表すと見た解釈である。　
あなたさまの恩恵に浴そうと、貴家繁栄の象徴である藤の花を手
折り、思い切ってご挨拶申し上げます。一年の内 花 美し 春の日が何日もな ように、短い私の一生のなかで貴家の繁栄に連なることのできる日はどれほどもな だろうから　
以上三つの解釈が可能であるが、本稿の論証過程からすれば、第
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10）拙稿「白詩受容の観点から見た業平 菊 の 」 （ 『言語表現研究』第十三号、一九九七・三） よる。
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 芸林社） で指摘している。 「紫綬」
の喩は、川口久雄校注『菅家文草』 「紫藤」の頭注による。
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 『白氏文集歌詩索引』 （底本は舊影印那波本） （平岡竹夫・今井清編、同朋社）を基本とし、必要に応じて『続国訳漢文大成
　
白楽天全
詩集』 （底本は王立命の編訂した『白香山詩集』佐久節訳注、
一九八九・日本図書図書センター） 、新釈漢文大系『白氏文集』

（明治書院）を勘案した。・ 『文選（詩騒編 四』全釈漢文大系
29（花房英樹、一九七四、集
英社）
・
 『楚辞』新釈漢文大系
34（星川清孝、一九九三、明治書院）
・
 『懐風藻
　
文華秀麗集
　
本朝文粋』 （小島憲之、一九六四、岩波書
店）
・
 『田氏家集注』 （小島憲之監修、巻之上・一九九一、
 巻之下・
一九九四、和泉書院）
・
 『菅家文草
　
菅家後集』 （川口久雄、日本古典文学大系
72、
一九六六、岩波書店）
○和歌・
 『万葉集』新編日本古典文学全集（小島憲之・木下正俊・東野治之校注、一九九四、小学館）
・
 『古今和歌集』新編古典文学全集（小沢政夫・松田成穂校注、一九八九、小学館）を基本とし、必要に応じて『古今和歌集』新日本古典文学大系（小島憲之・新井栄蔵校注、一九八九、岩波書店）を勘案した。
・
 『後撰和歌集』新日本古典文学大系６（片桐洋一、一九九〇、小学館）
・
 『補訂
　
古今和歌集全評釈』竹岡正夫（一九八一、右文書院）
・
 『新訂版
　
古今和歌集評釈』窪田空穂（一九六〇、東京堂出版）

（くぼ
　
みずよ・西宮市立西宮高等学校）
